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特別支援学校における認知特性を活かすための 
実態把握の方法と指導の有効性 
 
 
特別支援教育分野（18220903）兼 子  桂 
 
本研究は，特別支援学校に在籍する児童生徒に対し，一定の客観的指標に基づき認知特
性を簡便で的確に把握できる方法の確立と認知特性を活かした指導の効果を明らかにする
ことを目的とした。あらかじめ作成した実態把握表を複数教員で記入し，比較したところ，
認知特性の一致は見られなかったものの，「視覚的手掛かり」の観察項目で一致が見られた。
また，実態把握表から仮説立てた認知特性を活かした視写の指導においても，文字の形状
の改善が見られた。以上より，実態把握表の改善と指導回数を重ねる必要性が示唆された。 
 
［キーワード］ 特別支援学校，認知特性，実態把握 
 
１ 問題 
アセスメントについて，上野・室橋・花熊(2018)
は，「支援を目的としたアセスメントは，その子ど
ものつまずきや支援ニーズ，困難な状況を作り出
している子どもの特性と他の要因との相互作用，
子どもの特性に応じた支援の方法，利用できる自
助資源(強い力や興味等，子ども自身が持つ資源)
や子どもの周囲にある支援資源についての情報を
得るために行うもの」と述べている。このことか
ら，特別支援教育においてアセスメントは重要な
意味を持つことが考えられる。 
特別支援学校では，アセスメントを基に一人一
人に合った教育が行われており，検査法，行動観
察法，面接法などで実態把握が行われている。し
かし，現状としては，それぞれの実態把握には良
さがある反面，いくつかの課題がある。検査法で
あれば検査項目の多さから実態把握に時間がかか
ることや，検査結果を指導や支援へつなぐことが
難しいことが考えられる。また，行動観察法や面
接法であれば，児童生徒の実態が教員や保護者な
どの中でばらつきが出ることが考えられる。その
ため，児童生徒により良い指導や支援を行うため
には，新しい実態把握を考える必要がある。そこ
で，認知特性の観点で実態把握を行い，児童生徒
の認知特性を活かした指導を行うことを提案した
い。藤田・青山・熊谷(1998)は特別支援学校に在
籍する児童生徒に対して，「学習の効果を高めるこ
とをめざして効果的な学習方略を使用していると
はかぎらない。子どもは得意な学習方略ではなく，
不得意な学習方略を使用しているかもしれないし，
そのような意識さえもたずに，ただ課題に取り組
んでいることが多いとさえいえよう。したがって，
教授方略すなわち指導方略がきわめて重要にな
る。」と述べており，特別支援学校の中でも，得意
な認知特性を活かした長所活用型学習の必要性を
言及している。また，認知特性は WISC-Ⅳや KABC-
Ⅱなどで把握できる。しかし，前述したように，
現場においての検査法には様々な課題が考えられ
る。そのため，児童生徒の認知特性を簡便に，そ
して，的確に把握できるような新しい実態把握の
方法が必要であることが考えられる。 
 
２ 目的 
本研究では，特別支援学校に在籍する児童生徒
に対して，一定の客観的指標に基づいて認知特性
を簡便で的確に把握できる方法を確立し，認知特
性を活かした指導に効果が見られるかを明らかに
していく。 
 
３ 方法 
(1)対象 
 Ｐ県立Ｑ特別支援学校の中学部３年生の男子生
徒を対象とし，国語の個別指導を行う。 
 対象生徒は，国語の時間になぞり書きの学習を
行っており，学級の役割としても給食の献立のな
ぞり書きを行っている。また，自分の名前は，覚
えて書くことができるが，名前の「ひ」を「つ」
と書くことが多い。 
(2)期間 
 期間は 20XX年 10月～11月の３週間である。 
(3)手続き 
①実態把握 
実態把握は表を作成し，実施する。実態把握表
は，５項目を表 1に示した，藤田ら(1998)の「継
次処理５原則」，「同時処理５原則」を参考に作成
する。また，６項目を表２に示した，「プランニン
グ」，「注意」，「継次処理」，「同時処理」といった
PASS認知処理過程の特徴を把握できる，J.A.ナグ
リエリ・E.B.ピカリングの PASS評定尺度(前川・
中山・岡崎，2010)の「継次処理」，「同時処理」を
参考に作成する(表３－①，表３－②)。実態把握
表は，各項目に対し，該当する児童生徒の姿が，
視覚的情報提示時に現れたのか，聴覚的情報提示
時に現れたのかに分け，「よくある」，「ある」，「た
まにある」，「ない」の４段階評価で記入する。「よ
くある」，「ある」の合計が多い方を得意な認知特
性とする。 
実践では，担任Ｒ，担任Ｓ，筆者で実態把握表
を記入する。指導前に対象生徒の姿を見ることが
できる担任Ｒと筆者は，指導前に実態把握表を記
入する。また，指導前に対象生徒の姿を見ること
ができない担任Ｓは，結果の比較のために，指導
後に実態把握表を記入する。 
表１ 認知特性を考慮した指導方略 
 
表２ PASS評定尺度 
 
 
 
 
 
表３－① 実態把握表(継次処理) 
 内容項目 観察項目 
１ 段階的な教え方 ・活動の流れや使う物を一つ一つ把握し，活動や情報をスモールステップに分けて順番に説明
を受けることで活動することができる 
２ 部分から全体へ ・スモールステップに分けられた活動を一つひとつ順番に説明を受け，全体像を把握していく
方が学習に集中できる 
３ 順序性の重視 ・右から左へ，あるいは上から下へ，矢印や番号で順番に活動の手順を提示されることで，活
動に取り組むことができる 
４ 聴覚的・言語的手掛かり ・言葉や音などの聴覚刺激を手掛かりに考えたり，理解したり，覚えたり，活動したりするこ
とができる 
・言葉の説明や自分で言語化する活動を手掛かりに考えたり，理解したり，覚えたり，活動し
たりすることができる 
５ 時間的・分析的 ・時系列に沿って手順を説明されることで活動に取り組むことができる 
・活動の手順を細かく説明されることで活動に取り組むことができる 
６ 自分で手順を考えて作業することができる ・手順を考えて活動することができる 
７ 説明書や手順書を見ながら，順番に作業できる ・手順表を見て順番に活動していくことができる 
８ 情報を順番に思い出すことができる ・振り返りの中で，自分が行ったことを順番に思い出すことができる 
９ 順番に与えられた指示を理解できる ・順番に指示に沿って活動することができる 
10 聞いたものを順番に正しく繰り返すことができる ・提示された情報を順番に正しく繰り返すことができる 
11 言われたことを，順番に行うことができる ・最初に○○，次に■■という先生の指示にそって行動することができる 
 
表３－② 実態把握表(同時処理) 
 内容項目 観察項目 
１ 全体をふまえた教え方 ・活動の流れや使う物を全て把握し，おおよその説明を受けることで活動することができる 
２ 全体から部分へ ・活動の流れや使う物を全て把握してから，各活動について説明を受けたほうが活動に集中し
て取り組める 
３ 関係性の重視 ・活動の最初と最後の説明を受けて，見通しをもって活動に取り組むことができる 
４ 視覚的・運動的手掛かり ・絵や図，写真などの視覚刺激を手掛かりに考えたり，理解したり，覚えたり，活動したりす
ることができる 
・動きを手掛かりに考えたり，理解したり，覚えたり，活動したりすることができる 
５ 空間的・統合的 ・カレンダーなどの縦横の広がりのある二次元空間情報を配置することで，活動に取り組むこ
とができる 
・活動を大きく概念化した説明を受けることで活動に取り組むことができる 
(例：１．キャベツを切る ２．ニンジンを切る⇒１と２は切る活動) 
６ 空間を扱う活動が得意である ・文字を書いたり，絵や図形を描くことができる 
７ 物事の関係性を理解している ・複数あるもの物をまとめて同じ場所に返すことができる 
８ 物事の全体像を把握することができる ・各活動を全て提示した時に，完成を見通すことができる 
９ 複雑な言語指示を理解できる ・提示された複数の指示を理解して，活動することができる 
10 パターンに従った活動をうまくこなす ・お手本を見ながら活動に取り組むことができる 
11 視覚教材を使って学習に取り組むことができる 
継次処理５原則 同時処理５原則 
段階的な教え方 
部分から全体へ 
順序性の重視 
聴覚的・言語的手掛かり 
時間的・分析的 
全体をふまえた教え方 
全体から部分へ 
関連性の重視 
視覚的・運動的手掛かり 
空間的・統合的 
継次処理 同時処理
1
自分で手順を考えて,作業することがで
きる
空間を扱う活動が得意である
2
説明書や手順書を見ながら,順番に作業
することができる
物事の関係性を理解している
3 情報を順番に思い出すことができる 物事の全体像を把握することができる
4 順番に与えられた指示を理解できる 複雑な言語指示を理解できる
5
聞いたことを順番に正しく繰り返すこ
とができる
パターンに従った活動をうまくこなす
6
言われたことを，順番に行うことがで
きる
視覚的教材を使って学習に取り組むこ
とができる
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②指導方法 
 課題は，「ひ」を視写することと設定する。また，
指導は実態把握から仮説として立てられた対象生
徒の認知特性を活かして計画した，表４の指導計
画に基づき実施する。 
表４ 指導計画 
指
導
１
回
目 
目標 「ひ」を視写することができる 
指導項目 平仮名の「ひ」を視写する 
指導段階 Ａ.「ひ」の形をとらえる 
A1.絵の中から隠れている形を見つける 
A2.モールで「ひ」の形を作る 
Ｂ.「ひ」を書く時の動きをする 
Ｃ.「ひ」を視写する 
評価 平仮名の「ひ」を視写することができたか 
指
導
２
回
目 
目標 「ひ」を入れて自分の名前を視写することができる 
指導項目 平仮名の「ひ」を視写する 
指導段階 Ａ.「ひ」の形をとらえる 
A1.絵の中から隠れている形を見つける 
Ｂ.「ひ」を書く時の動きをする 
B1.遊び(迷路)の中で「ひ」の動きをする 
B2.大きく体を使って「ひ」を書く動きをする 
Ｃ.「ひ」を視写を行う 
C1.「ひ」のなぞり書きを行う 
C2.「ひ」を視写する 
評価 「ひ」入れて自分の名前を視写で書くことができたか 
指
導
３
回
目 
目標 「ひ」を入れて自分の名前を視写することができる 
指導項目 平仮名の「ひ」を視写する 
指導段階 Ａ.「ひ」の形をとらえる 
A1.絵の中から隠れている形を見つける 
A2.空欄部分に「ひ」を入れ，単語を完成する 
A3.複数の似た形から正しい「ひ」の形を選ぶ 
Ｂ.「ひ」を書く時の動きをする 
B1.遊び(迷路)の中で「ひ」の動きをする 
B2.大きく体を使って「ひ」を書く動きをする 
Ｃ.「ひ」を視写を行う 
C1.「ひ」のなぞり書きを行う 
C2.「ひ」を視写する 
評価 「ひ」に近い形の文字を自分の名前を視写で書くことができたか 
(4)評価方法 
 対象生徒が，３回の個別指導の中で視写した「ひ」
の変化から評価を行う。 
(5)倫理的配慮 
 対象生徒の保護者に担任を通して書面による説
明を行い，同意書の提出をもって同意を得た。 
 
４ 結果 
(1)実態把握 
 担任Ｒ，担任Ｓ，筆者の実態把握表の結果をま
とめたものを表５－①，表５－②に示す。 
表５－① 実態把握の結果(継次処理) 
 
 
 
 
表５－② 実態把握の結果(同時処理) 
 
 
 
 
担任Ｒの記入した実態調査表からは「同時処理」
が優位であると仮説が立てられた。また，「同時処
理」の中でも担任Ｒと筆者が高く評価していた「視
覚的手掛かり」や「お手本を見て学習に取り組め
る」が対象生徒の得意な能力として仮説が立てら
れた。個別指導が終わった後に記入した担任Ｓの
実態把握表からは「継次処理」が優位であると仮
説が立てられた。「視覚的手掛かり」は担任Ｒ，担
任Ｓ，筆者ともに高く評価していた。 
実態把握表記入後に，担任Ｒと担任Ｓから「子
供の姿を見てすぐ記入できるような項目にすると
よい」，「文章を短く分けるとわかりやすい」，「類
似項目をまとめるとよい」といった助言を得た。 
(2)指導 
指導１回目では，４つの学習を行った。指導段
階 A1では，絵の中から共通する形として「ひ」を
選ぶことができた。指導段階 A2では，支援を受け
ながらモールで「ひ」の形をつくることができた。
また，指導段階Ｂでは，「ひ」を書く時の動きをす
ることができた。指導段階Ｃでは，波線や「３」
のような形，丸のような形を書き，「ひ」を視写す
ることはできなかった。 
 指導２回目には５つの学習を行った。指導段階
A1では，絵の中から「ひ」を見つけてなぞること
ができた。指導段階 B1では，迷路の中の「ひ」を
書く時の動きができた。また，指導段階 B2では，
「ひ」を書く時の動きを大きく行うことができた。
指導段階 C1では，きれいになぞり書きをすること
ができた。しかし，指導段階 C2では，「つ」のよ
うな形や「ひ」の左側がない形，「Ｚ」のような形
を書き，「ひ」を視写することはできなかった。 
 指導３回目には７つの学習を行った。指導段階
A1では，絵の中から「ひ」を見つけてなぞること
ができた。また，指導段階 A2では，４つの課題の
うち２つは最初に「つ」を選択し，支援を受けて
「ひ」を選択することができたが，残りの２つは
最初に「ひ」を選択することができた。また，指
導段階 A3では，支援なしに正しい形を選択するこ
とができた。指導段階 B1では，迷路の中の「ひ」
を書く時の動きができた。指導段階 B2では，「ひ」
を書く時の動きを様々な大きさで行うことができ
ており，その後，自分から何度も「ひ」をなぞる
姿が見られた。指導段階 C1では，きれいになぞり
書きをすることができており，薄い線もきれいに
なぞって書くことができた。また，指導段階 C2で
は，「ひ」に近い形で視写をすることができた。 
観察項目
提示 視 聴 視 聴 視 聴 視 運 空 統 視 聴 視 聴 視 聴 視 聴
担任Ｒ △ △ 〇 〇 × × ◎ ◎ × × 〇 〇 △ × 〇 〇
担任Ｓ △ △ 〇 △ 〇 △ ◎ 〇 △ △ ◎ ◎ △ × 〇 △ 〇 △
筆者 ● ●
※ 担任Ｒ,担任Ｓの結果  ◎…よくある　〇…ある  △…たまにある  ×…ない　／…行ったことがない
※ 筆者の結果　　　　 ●…2日間の中で見られた回数が多かったもの
視
〇
文字…書けるものあり
　絵…難しい
◎
〇
視
同時11同時６ 同時７ 同時８ 同時９ 同時10同時１ 同時２ 同時３ 同時４ 同時５
観察項目
提示 視 聴 視 聴 視 聴 聴 言 視 聴 視 聴 視 聴 視 聴 視 聴 視 聴 視 聴
担任Ｒ 〇 〇 〇 〇 △ △ 〇 × × × × △ × 〇 〇 × × △ △
担任Ｓ ◎ 〇 ◎ 〇 ◎ △ 〇 △ ◎ 〇 〇 △ ◎ △ △ × 〇 △ ◎ △ 〇 〇
筆者
継次７ 継次８ 継次９ 継次10 継次11
※ 担任Ｒ,担任Ｓの結果  ◎…よくある　〇…ある  △…たまにある  ×…ない　／…行ったことがない
※ 筆者の結果　　　　 ●…2日間の中で見られた回数が多かったもの
継次１ 継次２ 継次３ 継次４ 継次６継次５
５ 考察 
(1)実態把握 
実践での実態把握の結果は，担任Ｒが「同時処
理」，担任Ｓが「継次処理」と一致しなかった。そ
の理由として，作成した実態把握表には，担任Ｒ
と担任Ｓからの実態把握表への助言から「観察項
目の抽象性が高かったこと」や「文章のわかりづ
らさ」があり，同じ観察項目に対しての担任Ｒと
担任Ｓの思い浮かべる対象生徒の姿にずれが生じ
ていたこと，又は，対象生徒の認知特性に大きな
差がなかったことの２つが考えられた。このこと
から，実践で使用した実態把握表では，対象生徒
の認知特性を的確に把握できていなかったことが
示唆された。しかし一方で，実践では，担任Ｒ，
担任Ｓ，筆者の３名が，観察項目の「視覚的手掛
かり」を高く評価していたことや，実態把握表か
ら仮説が立てられた対象生徒の認知特性を活かし
た指導を行ったことで対象生徒が視写した「ひ」
の文字の形状に変化があったことから，実態把握
表を通して対象生徒の認知特性の一部分を把握で
きたことが考えられた。また，実践で使用した実
態把握表には，観察項目の多さや内容のわかりづ
らさがあることから，より簡便な実態把握表にす
るには改善が必要なことが示唆された。 
 実践の中では，上記以外に「期間の設定」や「対
象像の設定」といった課題も見えた。そのため，
認知特性をより簡便で，記入者全員の結果が一致
するように，的確に把握することができる実態把
握の方法を確立するためには，実態把握表を改善
する必要性が示唆された。 
(2)指導の効果 
 実践で行った３回の個別指導では，対象生徒が
視写した「ひ」の形が，丸のような形から，「ひ」
に近い形に変化が見られた。その理由として，実
態把握から仮説が立てられた対象生徒の認知特性
を活かした，表４のような指導を行ったことがわ
ずかながらも関係していることが考えられた。し
かし，実践の回数が少なかったことや，実態把握
表で対象生徒の認知特性を的確に把握することが
できなかったことから，指導の効果を十分に活か
しきれなかった可能性が考えられた。 
 そのため，指導の効果を明らかにするには，的
確に認知特性を把握できる実態把握表を作成し，
認知特性を活かした指導の回数を重ねていく必要
性が示唆された。 
６ 今後の課題 
今回の実践から，上記のような実態調査表の改
善点が見えた。それを受け，作成した実態把握表
の試案を表６に示す。期間は，PASS評定尺度を参
考に「過去２か月間でどの程度その姿が見られた
か」と設定し，知的障害(中度)を対象とする。観
察項目は，継次処理(観察項目:奇数番号)，同時処
理(観察項目:偶数番号)にグループ化していく。 
表６ 実態把握表(試案) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
今後は，①改善した実態把握表(試案)を用いる
ことで，認知特性を簡便で的確に把握することが
できるのかということを明らかにすること，②実
態把握表から仮説が立てられた認知特性を活かし
た指導に効果が見られるのかということを，指導
回数を重ねる中で明らかにしていきたい。 
 
引用文献 
藤田和弘・青山真二・熊谷恵子(1998)『(特殊学級・
養護学校用)長所活用型指導で子どもが変わる
―認知処理様式を生かす国語・算数・作業学習
の指導方略―』，図書文化社. 
J.A.ナグリエリ，E.B.ピカリング(著)，前川久男・
中山健・岡崎慎治(訳)(2010)『D-NCASによる子
どもの学習支援―PASS 理論を指導に活かす 49
のアイデア―』，日本文化科学社. 
上野一彦・室橋春光・花熊曉(2018)『特別支援教
育の理論と実践』，金剛出版. 
 
Effectiveness of a Teaching Method Based on 
Cognitive Assessments in Special Support 
Schools 
Kei KANEKO 
観察項目（過去2か月間で以下の様子がどの程度みられるか） 記入欄
1
授業や行事の場面で、順番に一つひとつの活動を提示されると、活動することができる
　ex:工作する際に「1.紙を切る」「2.色を塗る」とわけて順番に提示されると活動できる
　  「はじめに～」「つぎに～」「さいごに～」と1つずつ提示されると活動できる
2
授業や行事の場面で、行うことを全て提示されると、活動することができる
　ex:工作する際に，完成したものを始めに提示されると活動することができる
　　「紙を切る」「色を塗る」などの作業工程を全て提示されると活動できる
3
学校生活の中で、他人がしたこと（聞いたこと、見たこと）をまねることが、順番にできる
　ex:お手本を見て準備体操を順番にすることができる
4
同じ分類のものを，まとめることができる
　ex：色やサイズの違うハサミを「ハサミ」として分類し、 同じ場所にしまうことができる
視覚的教材を手掛かりに日常生活で使う言葉を言うことができる
　ex:絵や写真、ビデオなどの視覚的教材が表す単語を覚えることができる
視覚的教材を手掛かりに活動することができる
　ex:絵や写真、ビデオなどの視覚的教材が表す活動を実践することができる
8
授業や行事の場面で、実際に動いてみることで活動することができる
　ex:実際に遊ぶ中でルール通りに遊ぶことができる
9
具体的に時間の流れがわかると切り替えることができる
　ex:「10時に体育館に行って、10時30分に図書館に行きます」と
     言葉掛けられると次の行動に移ることができる
塗り絵をする時に線を意識して塗ることができる
なぞり書きの線を意識してなぞることができる
11
文字を見て音を言うことができる
　ex:『い』という文字を見て「い」という音であることがわかる
12
単語をかたまりとして言うことができる
　ex:『あさのかい』という単語を「あさのかい」と認識している
    「あ」というと「あさのかい」という
※　◎…よくある　　〇…ある　　△…たまにある　　×…ない
記入日：　　　年　　月　　日　　名前：　　　　　　　　　　　　記入者：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１
10
言葉や音（擬音語）を手掛かりに日常生活で使う言葉を言うことができる
　ex:CMや歌を口ずさむ／チョキチョキ切るものは「ハサミ」
5
6
7 言葉や音（擬音語）を手掛かりに活動することができる
　ex:「ハサミでチョキチョキする」→ハサミで切る
